
経務言合叢
普セ+三春詰五Z毘

信用貨幣と統制 巾谷 質(1)

19t世紀以前の英閥海上保険 谷山新良 (19)

後入先出法の展開と原理論よりの手間在 日 11 貞 雄一 (10)

英闘に1;ぞける石炭業凶有化政策に

闘す海r考察 中村忠一 (57)

〔昭和二十九年五月〕

京都大手経済苧曾
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事
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新
総
白
候
、
い
よ
/
〈
、
御
健
勝
の
御
事
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
こ
白
た
び
神
戸
主
雄
先
生
に
は
、
経
噛
開
明
申
肝
究
奨
闘
の
士
出
、
本
間
申

舎
の
事
業
D
一
つ
市
と
し
て
、
骨
員
の
設
表
に
か
か
る
研
究
業
績
の
う
ち
特

に
優
雰
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
額
彰
寸
る
乙
と
を
懲
祖
せ
ら
れ
、
こ
れ
に

要
す
る
資
金
と

L
て
毎
年
金
五
寓
園
を
寄
附
し
た
い
旨
の
御
申
向
か
あ
り

ま
し
た
。
わ
れ
わ
れ
は
い
つ
に
か
わ
ら
ぬ
先
孟
の
後
造
に
劉
寸
Z
御
懇
情

を
深
く
感
謝
し
、
御
厚
意
に
甘
え
て
、
こ
こ
に
左
記
の
よ
ろ
な
規
程
を
定

出
、
さ
ウ
そ
く
本
年
度
よ
り
質
施
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
紳
戸
先
生
の
御
趣
旨
を
曾
員
諸
兄
に
お
俸
え
ず
る
と

共
に
、
こ
の
事
業
に
錯
し
て
全
幅
の
御
協
力
を
悶
り
宮
ナ
ょ
う
衷
心
よ
り

お
願
い
申
L
土
げ
古
す
。

神
戸
賞
授
典
規
程
要
綱

-
、
木
賞
肱
神
戸
貫
之
刑
し
、
京
都
大
息
調
問
視
浮
曾

k
R
の
夜
屯
択
に
b
V
る
研
究
成
呆
の
う

ち
、
特
に
随
禿
と
悶
め
ら
れ
る
も
の
に
、
毎
年
一
回
乙
れ
や
投
拠
ナ
る
・

二
、
受
賞
品
Aι
京
都
大
島
描
演
与
舎
の

AWRで
あ
る
こ
と
巻
要
す
る
・

一
ニ
、
木
賞
品
A
B
の
コ
租
同
れ
わ
か
ち
、

A
箆
の
受
賞
若
は
大
阜
卒
業
後
七
年
以
上
を
経
過
し

第
七
十
三
巻

四
八

第
五
韓

七

た
も
の
の
中
か
ら
、
ま
た

B
箇
の
受
笛
若
は
犬
事
卒
業
後
六
年
以
下
の
も
の
の
中
か
ら

選
考
す
る
固

四
、
受
賞
品
冶
め
一
濯
場
は
、
前
年
の
一
月
カ
ら
十
二
万
ぎ
で
の
期
間
に
設
表
さ
れ
大
研
究
成
果

に
も

ιず
い
て
行
う
・

右
の
研
揖
成
果
体
自
作
の
著
書
・
離
昔
時
突
の
担
カ
翻
開
守
合
み
、
ま
た
畑
入
の
研
開

で
あ
っ
て
も
、
共
同
の
研
究
で
あ
っ
て
も
巴
支
え
な
い
・

五
、
京
都
大
序
維
調
早
舎
の
合
員
は
、
受
貨
張
補
若
と
し
て
麿
躍
し
、
も
し
く
拡
受
賞
候
補

芳
守
推
闘
す
る
一
』
と
が
で
き
る
・

提
蔚
の
期
間
拡
、
毎
年
四
月
]
日
か
ら
六
月
十
五
日
乏
で
i

と
す
る
・

六
、
受
鍵
悲
の
選
考
は
、
こ
と
を
耳
郡
大
事
経
骨
伊
部
教
瞳
曾
に
安
咽
ナ
る
・

七
、
本
質
広
王
監
(
記
念
品
)
に
副
賞
(
金
一
封
)
を
添
え
る
こ
止
と
し
、

A
立
に
参
膏
闘

争、

B
置
に
球
富
岡
径
あ
て
る
・

八
、
ホ
貨
の
壇
老
舗
件
喝
の
置
表
お
よ
び
投
興
は
京
都
大
問
中
耕
揖
鹿
倉
の
年
攻
大
台
に
お
い
て

行-っ.含

員

各

位

執

筆

者

紹

介

中高谷中

村寺山谷

忠貞新

一雄良質

京
都
大
塵
教
授

京
都
大
塵
丈
島
院
研
究
奨
畢
生

同間
一
聞
大
串
諾
師


